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同

窓

生

の

絆

同
窓
会
会
長

平

松

恵

一

（
観
音

回
）

10

四
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
、
人
々
に
多

く
の
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
出
場
し
た
多
く
の
選
手
た
ち

に
は
、
挫
折
や
怪
我
、
様
々
な
障
害
等
、

壮
絶
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
ら
を
克
服
で
き
た
の
は
、
自
身
の

努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
監
督
や
家

族
や
仲
間
の
支
え
で
し
た
。

彼
ら
の
活
躍
を
、
選
手
の
出
身
地
や

出
身
校
の
皆
さ
ん
が
テ
レ
ビ
の
前
で
応

援
し
て
い
る
姿
は
、
我
が
同
窓
会
の
姿

と
ダ
ブ
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で

な
く
、
多
岐
に
わ
た
る
同
窓
生
や
在
校

生
の
活
躍
は
、
私
達
に
勇
気
と
元
気
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

昨
年
の
同
窓
会
総
会
で
、
中
本
名
誉

会
長
よ
り
ご
指
名
を
頂
き
、
第
五
代
同

窓
会
長
を
お
受
け
し
て
は
や
一
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
そ
の
間
同
窓
生
の
皆
さ

ま
に
助
け
ら
れ
励
ま
さ
れ
て
私
自
身
た

く
さ
ん
の
感
動
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
温
か
い
交
友
関
係
に
溢
れ
る
我

同
窓
会
の
目
的
は
「
母
校
と
緊
密
な
る

関
係
を
保
ち
、
母
校
を
援
助
す
る
と
共

に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
」（
同
窓

会
規
約
第
二
条
）
こ
と
で
す
。
心
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
母
校
の
支
援
や
、
積
極

的
な
同
窓
会
活
動
を
行
う
た
め
、
同
窓

生
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

六
年
前
よ
り
、
会
報
の
発
送
費
用
削

減
の
工
夫
と
同
時
に
広
告
協
力
依
頼
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
常
任

理
事
の
方
が
積
極
的
に
活
動
し
て
下
さ

り
、
今
年
も
皆
様
に
会
報
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
会
報
で
は
費
用
削
減
の
手
段

と
し
て
「
メ
ー
ル
送
信
希
望
」
の
方
を

呼
び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
残
念
な
が

ら
希
望
者
は
一
名
で
し
た
。
多
大
な
経

費
を
伴
う
こ
の
事
業
に
、
同
窓
生
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。同

窓
会
に
頂
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の

ご
好
意
は
、
会
報
の
配
布
の
み
な
ら
ず
、

母
校
の
支
援
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
も
振
込
用
紙
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
、
該
当
事
項
に
印
を
付
け
て

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
報
に
つ

い
て
の
ご
意
見
ご
感
想
は
、
電
話
・
F

A
X
・
手
紙
・
メ
ー
ル
等
で
是
非
お
寄

せ
下
さ
い
。

な
お
、
来
る
十
一
月
八
日
に
開
催
の

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
の
参
加
費
用
も

こ
の
振
込
用
紙
に
て
入
金
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
下
さ
い
。

詳
し
く
は
P

の
「
平
成

年
度
同

16

20

窓
会
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
下
さ
い
。

茨

同
窓
会
報

配
布
に
つ
い
て

報
告
と

お
願
い

滑

観音高校吹奏楽部

滑

K23→ K24へバトンタッチ
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昨年の今頃は観音23回卒の同期が集まり、熱心さのあま

り、喧々諤々の内に参加者の募集への不安やご来場くださる

同窓生の方々への満足感をいかに提供できるか？などと、母

校に在籍していた30数年前と同じように、お互い何の遠慮

もなく青春時代を想い出していました。

当初は順送りの《当番回期》がやってきたという義務的ス

タンスからの準備委員会の発足でしたが、卒業後久々に再会

できた旧友たちとの同窓会の準備～当日運営はご来場くだ

さった先輩や後輩の方々には、申し訳ありませんが、当番回

期の私たち観音23回生が、一番楽しんでいたような気がし

ています。

さて、例年のことでやむをえないのでしょうが、当番回期

生の参加数・出席率が高くなってしまい、昨年も《その回期

の同期会》的になってしまったことは、反省しております。

昨年度に関しましては、同窓会名誉会長の中本先輩のご理

解や、山廣校長先生のご賛同・ご協力のもと学校・生徒会、

さらにはPTAのご協力を賜り、母校《学び舎》を会場とす

る昼間のイベントまで開催させていただき、高校時代の文化

祭や体育祭などのイベント実施に似た《歓び》まで、準備委

員会として楽しませていただきました。

『二兎追う者一兎をも得ず。』の言葉通り、結果として、昼

も夜も中途半端な感が否めない状況であったことを、お詫び

申し上げます。

しかしながら同窓会がらみの会合やイベントは、先輩＆後

輩などとの懐かしい《シガラミ》を承知した上での、和気あ

いあいを素直に受け入れれば『こんなに、楽しいモノは無

い！』と改めて実感しました。

本年度も、自慢の後輩たちが、同窓会の運営責任を引き受

けてくれ、《なつかしい友が癒してくれる…》というテーマで、

来る11月8日開催という日程で準備してくれています。

せっかくのチャンスですので、母校同窓会のイベントを活用

して「青春さがし～自分さがし」。を一緒に楽しみましょう！

最後になりましたが、昨年度の準備や、校外関係の諸団体

とのお願いや交渉で、大先輩である広島二中の方々の人脈に

助けていただいたことを追記報告させていただきます。

皆さん、本当にありがとうございました。2008年11月8日 18：00〜ANAクラウンプラザホテル広島でお会いしましょう！

平成 19年度芸陽観音同窓会 『おかえり観音』へのご参加＆ご協力

ありがとうございました。 代表 白 土 清（観音23回）

広
島
観
音
高
校
の
挑
戦

校
長

山

廣

康

子

同
窓
生
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
壮
健
に
て
ご
活
躍
の
毎
日

か
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
は
母
校
と
後
輩

の
た
め
に
、
何
か
と
ご
支
援
ご
高
配
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。平

成

年
度
に
第

代
校
長
と
し
て

18

28

着
任
し
、
皆
様
方
に
本
校
の
近
況
報
告

を
た
び
た
び
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
都
度
「
文
武
両
道
の
進
学
校
」
へ

の
再
生
を
熱
く
語
り
、「
言
う
は
易
し
、

行
う
は
難
し
。
し
か
し
必
ず
そ
の
成
果

を
報
告
し
ま
す
。」
と
自
信
を
持
っ
て
言

い
切
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
学
校
概
況
を

約
束
ど
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

「
広
島
観
音
高
校
は
創
立

周
年
の

85

伝
統
校
で
、
古
く
は
『
二
中
』
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
普
通
科
時
代

の
平
成
3
年
度
に
は
国
公
立
大
学
合
格

者

名
を
輩
出
す
る
規
模
の
進
学
校
で

116
し
た
。
し
か
し
、
平
成

年
度
に
総
合

10

学
科
に
改
編
さ
れ
て
以
降
は
、
就
職
・

専
門
学
校
の
観
音
高
校
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
浸
透
し
、
国
公
立
大
学
合
格
者
は

激
減
し
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
打
破
し
、
自
由
と
規
律

と
い
う
二
中
の
伝
統
を
復
活
さ
せ
、

『
文
武
両
道
』
の
進
学
校
へ
の
再
生
に
向

け
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
ク
ラ

ブ
で
は
全
国
大
会
出
場
、
ま
た
国
公
立

大
学

名
合
格
の
目
標
達
成
の
た
め
の

100

挑
戦
が
着
実
に
実
を
結
び
は
じ
め
て
い

ま
す
。」

こ
の
文
章
は
昨
年
出
版
さ
れ
た
「
2

0
0
8
ひ
ろ
し
ま
の
公
立
高
校
」
か
ら

抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
そ
う
で
す
、
確

か
に
学
校
改
革
の
成
果
を
、
教
職
員
の

み
な
ら
ず
生
徒
た
ち
も
感
じ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
関
係
機
関
や
地
域
の
方
々
か

ら
も
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ

れ
は
ひ
と
え
に
同
窓
生
や
保
護
者

の
皆
様
方
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
本
校
の
再
生

の
た
め
、
生
徒
の
た
め
に
全
力
で
努
力

を
し
て
き
た
か
ら
で
す
。「
校
長
先
生
、

今
の
観
音
は
楽
し
い
！
今
後
も
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
す
！
」
と
、
改
革
の
要
と

も
い
う
べ
き
指
導
力
の
あ
る
教
員
が
、

異
口
同
音
に
本
校
で
の
や
り
が
い
を
唱

え
ま
す
。
連
日
遅
く
ま
で
そ
し
て
土
・

日
・
祭
日
を
返
上
し
て
、
生
徒
の
進
路

指
導
や
ク
ラ
ブ
指
導
に
励
ん
で
い
ま
す
。

校
内
は

日
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

365

ま
す
。
校
長
冥
利
の
一
語
に
尽
き
ま
す
。

「
観
音
に
来
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
」

こ
の
私
の
熱
い
思
い
を
生
徒
に
も
抱
か

せ
、「
観
音
に
行
か
せ
て
、
本
当
に
よ

か
っ
た
」
と
、
保
護
者
の
皆
様
方
に

思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
た
い
と
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
自
身
、

い
か
な
る
労
も
惜
し
む
こ
と
な
く
、
何

事
も
率
先
垂
範
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

痩
せ
る
思
い
で
…
。
残
念
な
が
ら
、
こ

の
成
果
は
全
く
出
て
い
ま
せ
ん
。
長
い

教
師
生
活
も
余
す
と
こ
ろ
7
ヶ
月
。
有

終
の
美
を
飾
る
べ
く
、
観
音
の
た
め
に

最
後
ま
で
全
力
疾
走
を
し
ま
す
。

去
る
4
月
末
の
夜
、
と
ん
で
も
な
い

窮
地
に
陥
る
と
こ
ろ
を
、
本
校
の
卒
業

生
に
救
わ
れ
ま
し
た
。「
ピ
ン
ポ
ー
ン
、

ピ
ン
ポ
ー
ン
、
ピ
ン
ポ
ー
ン
…
」
目
が

覚
め
ま
し
た
。
午
前
1
時
で
し
た
。
夢

う
つ
つ
の
ま
ま
、
玄
関
で
対
応
。
た
だ

し
怖
い
の
で
ド
ア
の
チ
ェ
ー
ン
を
は
ず

す
こ
と
な
く
。「
夜
遅
く
す
み
ま
せ
ん
。

駐
車
場
で
、
山
廣
康
子
と
記
し
た
カ
ー

ド
の
入
っ
て
い
る
財
布
を
拾
っ
た
の
で
、

届
け
に
来
ま
し
た
」
財
布
を
落
と
し
た

事
に
気
づ
い
て
い
な
い
私
に
、
ス
ー
ツ

を
き
ち
ん
と
着
込
ん
だ
礼
儀
正
し
い
若

者
が
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
私
の
財
布

を
差
し
出
す
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
人
は
見
た
目
が
9
割
」
い
や

割
。
す

10

ぐ
に
ド
ア
を
開
け
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

若
者
の
名
前
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
財

布
の
中
を
確
認
す
る
無
礼
千
万
な
私
に

対
し
て
、
若
者
は
最
後
ま
で
笑
顔
で
し

た
。
こ
の
奇
特
な
若
者
は
、
後
日
、
野

球
部
の
卒
業
生
と
判
明
。
感
謝
！

ク
ラ
ブ
活
動
が
人
を
つ
く
り
、「
文

武
両
道
の
進
学
校
」
へ
の
挑
戦
は
結
実

し
て
い
ま
す
。
定
時
制
の
改
革
も
着
実

に
進
展
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
母
校
と

後
輩
に
、
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
会

の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
学
校
の
近
況
報

告
と
い
た
し
ま
す
。
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二
中

回
17

板

岡

允

平
成

年

月
6
日
（
土
）、
恒
例
の

19

10

同
期
会
を
鯉
城
会
館
で
開
催
し
た
。
直

前
に
若
干
の
欠
席
連
絡
が
入
り
、
出
席

者
は
総
勢

名
。
決
し
て
多
い
出
席
と

25

は
言
え
な
い
が
、
例
年
に
な
く
大
変
盛

り
上
が
っ
た
。

平
成

年
度
の
同
期
会
で
傘
寿
を

17

祝
っ
た
我
が
回
期
は
既
に

歳
。
毎
年

82

の
約
束
で
あ
る
こ
の
同
期
会
を
唯
一
の

楽
し
み
に
老
体
に
鞭
打
っ
て
出
席
す
る

面
々
ば
か
り
で
あ
る
。
歓
談
に
花
を
咲

か
せ
る
中
で
「
俺
も
会
の
盛
り
上
げ
に

協
力
す
る
か
ら
」
と
名
乗
り
出
る
者
数

多
あ
り
、
彩
雲
ク
イ
ズ
に
答
え
る
形
で

恩
師
・
級
友
を
偲
び
、
得
意
の
歌
で
美

声
を
披
露
す
る
な
ど
、
延
々
三
時
間
近

く
に
及
ぶ
宴
を
、
最
後
は
二
中
校
歌
・

臨
海
学
校
の
歌
を
合
唱
で
締
め
く
く
り
、

来
年
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
た
。

毎
年
の
こ
と
、
関
東
・
九
州
・
四
国
・

及
び
隣
県
か
ら
遠
路
も
厭
わ
ず
駆
け
つ

け
て
く
れ
る
級
友
に
は
頭
が
下
が
る
。

供
あ
と
何
年
も
こ
の
同
期
会
を
続
け
て

呉
れ
僑
と
の
声
に
応
え
、
労
を
惜
し
ま

ず
世
話
人
役
を
果
た
し
た
い
。

二
中

回
19

三
上

純
一
郎

開
催
報
告

噛
平
成

年
5
月

日
（
土
）

20

10

噛
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

噛
集
い
し
学
友

名
20

（
そ
の
他
付
き
添
い
1
名
）

噛
近
況

昭
和

年
4
月
入
学
時
定
員

名

15

250

現
在
音
信
可
能
な
級
友

名
105

（
う
ち
返
信

名
）

90

こ
の
1
年
間
訃
報
連
絡
の
級
友
8
名

噛
来
年
の
開
催
予
定
日

平
成

年
5
月
9
日

21

（
第
2
土
曜
日
恒
例
）

二
中

回
21

溝

上

順
一
郎

年
々
恒
例
と
な
っ
た
私
共
の
同
期
会

は
、
今
年

回
目
を
迎
え
、
去
る
5
月

24

日
「
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
広
島
」
で
開
催

17し
ま
し
た
。

例
年
ま
で
の
夜
の
会
合
を
昼
に
代
え

て
初
の
会
合
で
あ
り
、
果
た
し
て
結
果

は
…
？
と
懸
念
し
ま
し
た
が
、
昨
年
の

出
席
者
で
今
回
欠
席
が
9
名
、
ひ
き
か

え
今
年
の
新
顔
は
戦
後
初
め
て
と
い
う

一
人
を
加
え

名
と
い
う
昨
年
に
増
し

11

て
の
盛
会
で
し
た
。

例
年
、
宴
の
席
上
各
自
の
近
況
報
告

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
宴
に

移
る
前
の
一
時
間
余
り
を
こ
れ
に
当
て
、

一
人
一
人
の
発
表
が
終
わ
る
と
全
員
が

拍
手
す
る
と
い
う
か
つ
て
な
い
和
や
か

な
雰
囲
気
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
傘
寿
を
迎
え
て
の
記
念
の

会
と
も
な
り
、
今
年
に
増
し
て
の
盛
会

を
期
待
す
る
声
の
中
、
散
会
い
た
し
ま

し
た
。

付
記昨

年
、
今
年
と
出
席
願
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
恩
師
の
加
賀
谷
礼
三
郎
先
生

が
昨

月

日
に
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

11

10

え
ら
れ
ま
し
た
。
同
期
会
よ
り
、
祝
の

花
束
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

二
中

回
22

出

原

章

平
成

年
4
月

日
（
火
）
リ
ー
ガ

20

22

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
恒
例
の
総
会

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
出
席
者
は

名
。
年
々
加
齢

41

に
伴
い
出
席
者
が
減
少
す
る
の
は
淋
し

い
限
り
で
あ
る
が
、
昨
年
我
々
同
期
は

人
生
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
喜
寿
を
迎

え
、
お
互
い
元
気
に
酒
を
酌
み
交
わ
し

語
り
合
え
る
喜
び
を
味
わ
っ
た
。

我
々
同
期
会
（
二
二
会
）
は
、
今
年

で

回
を
数
え
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
長

60
く
続
け
ら
れ
、
い
つ
も
盛
況
裡
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
世
話
人
の
熱

意
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
お
互
い
意
識

の
中
で
人
生
の
拠
り
ど
こ
ろ
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
と

思
う
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
次
の
傘
寿
・

米
寿
に
向
か
っ
て
お
互
い
元
気
に
励
ま

し
合
い
な
が
ら
校
歌
を
歌
い
、
来
年
の

再
会
を
誓
い
散
会
し
た
。

鰯 芸 陽 観 音 同 窓 会 報



二
中

回
23

浅

野

温

生

供
喜
寿
僑
記
念
同
期
会

平
成

年
2
月

日
、
A
N
A
ク
ラ

20

16

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
元
広
島
全
日
空

ホ
テ
ル
）
で
開
き
ま
し
た
。

昭
和
6
年
生
ま
れ
が
主
流
の

期
生

23

に
と
っ
て
、
今
年
が
供
喜
寿
僑
の
歳
に

あ
た
る
た
め
、
過
去
3
年
で
は
最
多
の

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
反
面
、

46大
杉
要
、
熊
岡
広
太
郎
、
中
沢
清
の
3

先
生
方
は
、
加
齢
に
と
も
な
う
体
調
不

良
な
ど
で
「
欠
席
」
さ
れ
、
初
め
て
恩

師
不
在
の
同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
っ
て
全
員
が
記
念
撮
影

の
の
ち
、
杉
之
原
正
純
君
の
司
会
で
開

会
。
世
話
人
代
表
・
久
保
田
宏
温
君
の

開
会
挨
拶
、
昨
年
物
故
し
た
岡
本
廣
治
、

真
末
武
両
君
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
の

あ
と
、
佐
伯
栄
三
君
の
乾
杯
で
開
宴
、

「
お
う
、
元
気
か
」「
お
前
も
年
を
と
っ

た
の
う
」
と
、
笑
い
と
懐
旧
の
一
夕
を

過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、「
年

回
以
上

100

の
ラ
ウ
ン
ド
」
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
ゴ

ル
フ
三
昧
組
か
ら
車
イ
ス
、
杖
歩
行
、

人
工
透
析
中
の
者
ま
で
多
種
多
様
。
一

方
の
欠
席
組
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
入
院
・

通
院
・
療
養
中
・
体
調
不
良
」
な
ど

供
喜
寿
僑
相
応
の
明
暗
を
映
す
記
念
同
期

会
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
、
参
加
者
に

は
、
返
信
葉
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
171

人
分
の
「
近
況
報
告
」
の
要
約
コ
ピ
ー

が
配
ら
れ
、
交
遊
の
絶
え
て
い
る
旧
友

た
ち
の
消
息
を
懐
か
し
む
姿
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

食
事
と
懇
談
の
合
間
を
縫
っ
て
、
東
京

か
ら
の
遠
来
組
や
リ
タ
イ
ア
後
の
U

タ
ー
ン
帰
郷
者
、
二
度
目
の
供
新
婚
僑

を
享
受
し
て
い
る
某
君
ら
の
ス
ピ
ー
チ

な
ど
が
続
き
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

に
も
、
歓
声
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

閉
会
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
恒
例
の

「
二
中
校
歌
」「
あ
ゝ
紅
の
血
は
燃
ゆ
る
」

「
同
期
の
仲
間
」
の
3
曲
の
斉
唱
。
最
後

に
奥
窪
偆
造
君
の
三
本
締
め
で
、
来
年

の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

追
記我

々

期
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

23

「
芸
陽
観
音
同
窓
会
」
の
H
P
に
も
リ
ン

ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
島
平
和
記
念
公

園
な
ど
で
、
英
語
ガ
イ
ド
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
荒
谷
勲
君
が

「
原
爆
と
ボ
ク
た
ち
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、

原
爆
の
犠
牲
と
な
っ
た
二
中
1
年
生
の

記
録
、
当
時
、
2
年
生
だ
っ
た
我
々
23

期
生
の
被
爆
体
験
な
ど
を
英
訳
し
、
平

和
希
求
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
世
界
に
発

信
し
て
い
ま
す
。
同
窓
生
各
位
に
も
ご

覧
い
た
だ
け
ば
、
と
思
い
ま
す
。

黙
祷
を
終
え
て

傘
寿
へ

指
を
折
り

観
音
4
回

住

田

誠

治

平
成

年
の
夏
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

19

酷
暑
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も

月
に
入
り
朝
夕
少
し
は

10

涼
し
さ
を
感
じ
る

日
（
土
）
第

回

13

19

四
期
会
総
会
を

名
の
参
加
を
得
て

33

「
K
K
R
広
島
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
遠
方
の
人
達
に
配
慮
し
、
昼

間
の
開
催
を
試
み
て
み
ま
し
た
が
、
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
と
い
う
「
ド
サ

ク
サ
」
紛
れ
で
、
外
地
よ
り
の
引
揚
者

や
戦
災
に
あ
っ
た
人
々
も
多
く
、
昭
和

八
年
、
九
年
、
十
年
生
ま
れ
と
年
齢
の

異
な
る
生
徒
が
一
緒
に
授
業
を
受
け
る

と
い
う
異
常
な
時
代
で
し
た
。

そ
れ
で
も
会
え
ば
「
元
気
だ
っ
た
か

い
の
う
」
と
い
う
一
言
で
一
挙
に
学
生

時
代
に
懐
旧
し
た
ひ
と
時
を
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
に
集
う
こ
と
の
で
き
た
者
は
本

当
に
幸
せ
な
人
で
す
。
始
め
二
百
数
十

名
中
の
三
十
三
名
で
し
た
か
ら
。

次
回
は
節
目
の
第
二
十
回
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
ど
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
か
。
現
在
同
好
の
志

の
好
意
で
、
ア
ル
バ
ム
（
小
冊
子
）
が

出
来
つ
つ
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き

ま
す
。

観
音
9
回

広

兼

邦

夫

「
卒
業
し
て

年
、
み
ん
な
で
会
お

50

う
」
を
合
言
葉
に
平
成

年
5
月

日
、

20

31

同
期
会
を
開
催
し
た
。
総
合
選
抜
に
な

る
前
の
学
区
制
最
後
の
年
次
で
、
昭
和

年
3
月
卒
の
普
通
科
4
ク
ラ
ス

人

33

190

も
、
死
去
や
住
所
不
明
者
も
あ
り
、
案

内
状

名
、
参
加

名
と
な
っ
た
。

150

60

当
日
は
、
ま
ず
母
校
訪
問
を
有
志
で

行
な
っ
た
。
校
門
を
入
る
と
、
大
き
な

「
お
か
え
り
観
音
」
の
立
て
看
板
と
前
事

務
局
長
石
井
先
生
、
柴
田
先
生
、
事
務

局
金
藤
さ
ん
が
揃
っ
て
出
迎
え
て
く
れ
、

み
ん
な
大
感
激
、
早
速
記
念
の
写
真
を

撮
っ
た
。
聞
け
ば
み
な
さ
ん
が
フ
ェ
ン

ス
の
横
断
幕
と
こ
の
看
板
と
を
、
朝
か

ら
作
成
準
備
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

続
い
て
先
生
方
に
校
内
を
案
内
し
て

頂
い
た
。
当
時
の
木
造
教
室
は
な
く

な
っ
て
い
た
が
、
昔
は
こ
う
だ
っ
た
、

こ
こ
に
部
室
が
あ
っ
た
、
あ
そ
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
が
あ
っ
た
、

な
ど
、
す
ぐ
に

年
前
に
戻
っ
て
行
っ

50

た
。
ま
た
校
長
室
で
木
村
校
長
、
友
広

校
長
の
写
真
を
拝
見
し
、
感
慨
一
入
で

あ
っ
た
。

本
番
は
、
広
島
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ

に
場
を
移
し
て
行
な
っ
た
。
全
員
で
写

真
を
撮
っ
た
後
、
幹
事
代
表
挨
拶
、
物

故
者
へ
の
黙
祷
、
恩
師
の
近
況
報
告
、

観
音
高
校
の
現
状
、
在
京
芸
陽
観
音
同

窓
会
報
告
な
ど
を
行
い
、
あ
と
は
そ
れ

ぞ
れ
が
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
懇
談
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と
な
っ
た
。
昔
は
異
性
と
話
を
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
ネ
、
と
お
目
当
て
の

人
の
所
へ
押
し
か
け
る
者
。
1
年
の
と

き
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
、
と
他
の
ク
ラ

ス
に
遠
征
す
る
も
の
。
子
供
の
こ
と
、

孫
の
こ
と
、
病
気
の
こ
と
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
話
に
花
が
咲
い
て
、
時
間
が
過

ぎ
て
行
っ
た
。

最
後
に
事
務
局
で
借
り
た
テ
ー
プ
で

校
歌
を
合
唱
し
、
次
は
何
時
会
お
う
か
、

と
話
し
な
が
ら
解
散
し
た
。

そ
し
て
三
々
五
々
二
次
会
に
繰
り
出

す
も
の
、
会
場
隣
の
控
え
室
で
話
し
込

む
者
、
名
残
が
尽
き
な
い
夜
が
更
け
て

行
っ
た
よ
う
で
す
。
次
回
会
え
る
時
ま

で
、
み
ん
な
元
気
で
い
ろ
よ
、
と
最
後

は
幹
事
の
独
り
言
で
す
。

観
音

回
21

栗
原
・
三
宅
・
脇
森

3
年
D
組

後
藤
美
精
先
生
の
傘
寿
を
祝
う
会

2
0
0
8
年
6
月
8
日

祝
う
会
は
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
と
宮
島

参
詣
。

「
祝
傘
寿
」
の
横
断
幕
を
用
意
し
記
念

写
真
を
撮
る
度
に
行
き
交
う
人
々
か
ら

も
拍
手
で
お
祝
い
し
て
頂
い
た
。

神
社
本
殿
で
先
生
安
寧
を
祈
願
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。

観
音

回
35

河

野

幸

浩

3
年
5
組
ク
ラ
ス
会

平
成

年
8
月

日

20

15

広
島
国
際
ホ
テ
ル
に
於
い
て

担
任
の
坂
田
先
生
を
は
じ
め

名
が

14

参
加
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

幹
事

河

原

渉

社
内
同
窓
会
を
開
催

平
成

年
1
月

日
、
呉
市
内
の
居

20

23

酒
屋
「
か
し
ま
本
店
」
で
社
内
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

（
正
式
に
は
初
め
て
の
開
催
）
大
学
の

同
窓
会
は
頻
繁
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

卒
業
高
校
の
同
窓
会
は
殆
ど
開
催
さ
れ

て
い
な
い
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。
呉

に
事
業
所
が
あ
る
関
係
で
広
島
出
身
者

が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
観
音
高

校
同
窓
生
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
社
の
脇
野
社
長
が
同
窓
生
（
S

年
41

卒
/
写
真
前
列
左
）
で
あ
り
、
社
長
の

強
い
要
望
も
あ
り
伝
を
辿
り
な
が
ら
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
7
名
の

卒
業
生
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。（
S

卒
脇
野
、
S

卒

41

43

河
原
、
S

卒
高
野
、
S

卒
岩
田
、

54

55

S

卒
鎌
田
、
S

卒
岡
田
、
H
1
卒

61

63

斉
藤
）

7
名
の
内
、
4
名
が
呉
、
2
名
が
東
京

本
社
、
1
名
が
海
外
出
張
中
で
し
た
が
、

海
外
出
張
中
の
1
名
を
除
き
、
6
名
で

第
一
回
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

S
4
1
～
H
1
卒
ま
で
お
じ
さ
ん
6

名
？
で
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い
時

間
を
過
し
ま
し
た
。

学
校
の
周
り
は
畑
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
、

ク
ラ
ブ
の
こ
と
、
運
動
会
で
好
意
を
寄

せ
て
い
る
女
性
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

す
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
…
等
、

あ
っ
と
言
う
間
の
2
時
間
で
し
た
。

そ
の
後
2
次
会
、
夜
遅
く
ま
で
ニ
キ
ビ

多
き
若
か
れ
し
時
代
の
思
い
出
に
浸
り

今
年
中
に
第
二
回
同
窓
会
を
開
催
す
る

こ
と
を
約
束
し
解
散
し
ま
し
た
。

第
7
回
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト

（
混
声
合
唱
）
を
終
え
て

中
原

真
里
子
（
観
音

回
）

24

8
月
3
日
（
日
）
に
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い
て
音
楽
部
O
B
合

唱
団
の
第
7
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
会
裏

に
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
祈

念
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
O
B
合
唱
団
の
恒

例
の
活
動
と
し
て
毎
年
8
月
の
始
め
に

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し

て
お
り
、
第
1
回
か
ら
メ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
レ
ク
イ
エ
ム
「
碑
」
を
据
え
て

い
ま
す
。

私
が
ま
さ
か
レ
ク
イ
エ
ム
「
碑
」
を

毎
年
歌
う
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
幼
少

時
か
ら
平
和
公
園
の
近
く
に
住
ん
で
お

り
、
以
前
自
宅
の
工
事
で
土
地
を
掘
り

起
こ
し
た
時
に
は
熱
で
変
形
し
た
瓶
な

ど
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。「
原

爆
」
が
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
話
題
は
避
け
て
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
高
校
時
代
か

ら
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
益
田
先
生
の
指

揮
で
歌
が
歌
え
る
と
い
う
魅
力
に
ひ
か

れ
て
O
B
合
唱
団
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
そ
の
当
時
の
二
中
の
先
輩
の
母

親
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
歌
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
今
年
は
高
校
時
代
に

歌
っ
た
懐
か
し
い
組
曲
の
「
水
の
い
の

ち
」
を
全
曲
歌
う
こ
と
も
で
き
て
幸
せ

で
し
た
。

祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
今
年
も
開
催
で

き
ま
し
た
の
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

お
陰
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
は
8
月
1
日
（
土
）
に
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

印

音
楽
部

O
B
合
唱
団

B
H
K

（
バ
ブ
コ
ッ
ク
日
立
）
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咽

今年度のオープンスクールは、1学期終業式の翌日7月23日（水）に、次の日程で行われた。

8：30 受付

9：00 全体説明会（参加者全員 体育館にて）

9：50 保護者・中学校教職員対象説明会（会議室にて）

全体説明会終了後、中学生は希望により次の3つのコースに分かれた。

体験授業 ～10：40《高校の国語・数学・英語などの授業を体験する》

体験クラブ ～11：20《高校のクラブ活動の基本練習などを体験する》

施設・授業・クラブの見学 ～12：00《生徒会・クラブ員の案内で自由に見学する》

12：00 オープンスクール終了

記録的な猛暑が続くさなか、東は福山市、北は三次市の中学校まで、県内各地から約1,300名の参加者があった。生徒

会やクラブの生徒達の積極的な協力により、観音高校の魅力を中学生やその保護者の皆さんに大いにアピールすることが

できた。そして、中学生にとっては先輩でもある本校生徒との交流により、進路選択に向けて有効な情報を手にすること

ができたと思う。来年度も、先生方や生徒達の熱意あふれる取り組みにより、観音高校の魅力を益々広めていくオープン

スクールとなることを期待する。

芸 陽 観 音 同 窓 会 報



平成 20年度の主な活動（平成19年度10月より平成20年度8月まで）

平成19年度 総会議事録
H19.11.10 広島全日空ホテル

議事

①平成19年度事業報告
②平成19年度決算報告
監査報告

③平成20年度事業計画
④平成20年度予算案
⑤役員改選について

⑥その他

会報の全員配布継続

平成19年

10月13日 観音4回同期会 KKR広島

11月10日 同窓会総会・懇親会 広島全日空ホテル

11月30日 県庁・市役所ポプラ会 広島国際ホテル

12月21日 第6回常任理事会 同窓会館

平成20年

1月 8日 二中25回同期会

1月26日 あやぐも会 リーガロイヤルホテル広島

2月16日 二中23回同期会 ANAクラウンプラザホテル広島

2月23日 同窓会報告会（観音23回） ANAクラウンプラザホテル広島

中本弘名誉会長就任祝賀会 ANAクラウンプラザホテル広島

平松恵一会長

2月29日 同窓会入会式 母校体育館

3月26日 事務局会議 同窓会館

4月 1日 母校人事異動

4月22日 二中二二会総会 リーガロイヤルホテル広島

4月25日 第7回常任理事会 同窓会館

5月10日 二中19回同期会 リーガロイヤルホテル広島

5月17日 二中21回同期会 ウェルシティ広島

5月26日 教育実習生を励ます会 同窓会館

5月31日 役員会・歓送迎会 ANAクラウンプラザホテル広島

5月31日 観音9回同期会 広島ダイヤモンドホテル

6月 6日 市役所ポプラ会 広島国際ホテル

7月18日 第1回理事会 母校会議室

8月 5日 原爆慰霊祭準備 原爆慰霊碑・母校

8月 6日 原爆慰霊祭 原爆慰霊碑

員
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新 役 員 名 簿　

 名誉会長  中 本　 弘 二中22

 会 長  平 松 恵 一 観音10

 副 会 長  加 藤 英 海 観音6

 副 会 長  古　屋　由利子 観音13

 副 会 長  大 西 博 臣 観音19

 副 会 長  三 浦 泰 明 観音19

 副 会 長  吉 永 利 行 観音21

 監 事  溝　上　順一郎 二中21

 監 事  広 兼 邦 夫 観音9

 監 事  肥 後 久 雄 観音10

 監 事  下 岡 政 憲 観音24

 参 与  山 廣 康 子 母校校長

 顧 問  大 山 広 司 二中10

 顧 問  伊 藤 剛 二 二中11 

新 役 員 名 簿　

 顧 問  板 岡　 允 二中17

 顧 問  久保田　宏　温 二中23

 顧 問  河 村　 満 観音5

 顧 問  花 井 隆 爾 観音11

 顧 問  田 中 幸 雄 母校PTA会長

 事務局長  山 本　 正 観音23

 事務局員  柴 田 芳 博 観音20

 事務局員  横 丁 光 紀 観音21

 事務局員  原 野 敏 成 観音30

 事務局員  永 井 理 恵 観音31

 事務局員  植 山 純 子 観音32

 事務局員  三 戸 成 雄 観音34

 事務局員  福　本　伊都子 観音38

 事務局専従  金 藤 朋 子 観音23 

　　 　 常 任 理 事

 　　観音4  浜 井 澄 人

 　　 　 5  青　山　祐三朗

 　　 6  加 藤 英 海

 　　 9  広 兼 邦 夫

 　　　　11  花 井 隆 爾

 　　　　12  安 部 憲 明

 　　　　15  大 森 眞 事

 　　　　18  冨 田 洋 道

 　　　　19  三 浦 隆 介

 　　　　20  山 崎 正 数

 　　　　21  脇 森 照 美

 　　　　21  吉 永 利 行

 　　　　22  小 畑　 進

 　　　　23  白 土　 清

 　　　　23  河　野　眞治郎

平成19年度総会及び第6回常任理事会において新役員が決まりました。

同窓生の皆さまのご協力とご理解をお願い致します。

損 害 保 険 代 理 店
アメリカンファミリー生命保険代理店

西 和 興 産 株 式 会 社
古　屋　由利子（観音13回）

〒733-0007　広島市西区大宮1丁目27番4号　TEL・FAX082-237-4493　

広島市西区観音町7番8号
代表取締役社長

古 谷 敏 明
（観音15回）

TANIGUCHI CO.,LTD
〒730-0035　広島市中区本通4-12TEL082-249-1223FAX082-249-1604
谷 口 典 子
（観音15回）
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昨
年
に
続
い
て
各
ク
ラ
ブ
の
辛
今
進

を
紹
介
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
（
男
子
）

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
速

く
て
力
強
い
チ
ー
ム
を
目
指
し
、
日
々

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
広
島
県
高
校
新
人
大
会
で
2
位
と

な
り
、
中
国
大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト

8
と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
国
大
会
県
予
選
で
も
2
位
と
な
り
、

念
願
の
中
国
高
校
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
中
国
大
会
へ
の

出
場
を
定
着
さ
せ
、
全
国
大
会
出
場
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
（
女
子
）

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
2

年
生　

名
、
1
年
生　

名
、
マ
ネ
ー

12

14

ジ
ャ
ー
4
名
と
冬
ま
で
残
る
3
年
生
3

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
5
月

に
行
わ
れ
た
中
国
大
会
広
島
県
大
会
で

は
、
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は
ベ
ス
ト

4
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
悔

し
さ
を
バ
ネ
に
、
全
国
大
会
に
出
て
勝

つ
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
二
度
と
な
い
こ
の
一
瞬
」
を

大
切
に
し
、
目
標
を
達
成
し
ま
す
！

硬
式
野
球
部

　

引
退
し
た
三
年
生
を
中
心
に
臨
ん
だ

今
年
の
夏
の
県
大
会
は
、
三
回
戦
で
準

優
勝
し
た
総
合
技
術
高
校
に
破
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
一
、
二
年
生
の
四
十
名

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
新
チ
ー
ム

に
な
っ
て
、
夏
休
み
に
は
近
畿
遠
征
を

は
じ
め
数
多
く
の
練
習
試
合
を
こ
な
し
、

秋
の
西
地
区
リ
ー
グ
戦
を
二
位
で
通
過
、

来
春
の
甲
子
園
大
会
に
つ
な
が
る
広
島

県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

本
校
同
窓
生
で
あ
る
原
野
監
督
の
指
導

の
下
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
「
常
に

県
大
会
上
位
を
争
え
る
チ
ー
ム
」
を
目

指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

剣
道
部

　

6
月
の
広
島
県
総
合
体
育
大
会
で
3

年
生
が
引
退
し
、
現
在
1
・
2
年
生
の

男
女　

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年

12

度
は
男
女
そ
ろ
っ
て　

年
ぶ
り
に
県
大

13

会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
々
の

練
習
に
も
活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
観

音
高
校
剣
道
部
に
は
、
高
校
か
ら
剣
道

を
始
め
る
初
心
者
が
多
く
い
ま
す
が
、

卒
業
ま
で
に
全
員
二
段
を
取
得
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
ク
ラ
ブ
活
動
で
、
大
き

な
自
信
と
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

水
泳
部

　

水
泳
部
は
、
現
在
3
年
生
が
8
名
引

退
し
、
2
年
生
男
子
5
名
・
女
子
3
名
、

1
年
生
男
子
2
名
・
女
子
1
名
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
広
島
県
予
選
で
は
、
個
人
5
種
目
、

リ
レ
ー
3
種
目
で
入
賞
し
中
国
高
校
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
女
子
総
合

6
位
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
中
国

高
校
で
は
、
2
年
の
茶
山
典
子
が　

m
400

個
人
メ
ド
レ
ー
で
3
位
と
な
り
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
個
人
種

目
で
す
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
4
月

末
か
ら　

月
初
旬
ま
で
観
音
高
校
プ
ー

10

ル
で
練
習
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

硬
式
テ
ニ
ス
部

　

テ
ニ
ス
部
は
、
現
在
男
子　

名
、
女

20

子　

名
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

16
か
つ
て
と
違
っ
て
低
年
齢
か
ら
の
テ
ニ

ス
競
技
人
口
も
増
加
し
、
大
会
で
上
位

に
進
出
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
く
の

初
心
者
が
1
年
も
た
て
ば
立
派
な
テ
ニ

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
育
っ
て
い
く
姿
は
頼

も
し
い
限
り
で
す
。
真
っ
黒
に
日
焼
け

し
な
が
ら
、
元
気
よ
く
コ
ー
ト
を
走
り

回
っ
て
、
力
強
い
ス
ト
ロ
ー
ク
を
放
っ

て
い
ま
す
。

美
術
部

　

二
十
八
名
の
部
員
が
毎
日
美
術
教
室

で
制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。
春
の
高
校

生
国
際
美
術
展
の
制
作
に
始
ま
り
、
観

音
祭
ゲ
ー
ト
作
り
、
夏
の
実
技
研
究
大

会
、
秋
に
は
県
高
校
総
合
文
化
祭
が
あ

り
ま
す
。
冬
に
は
高
体
連
ポ
ス
タ
ー
、

そ
し
て
、
一
年
の
締
め
括
り
は
春
休
み

中
に
開
催
さ
れ
る
書
道
部
と
の
合
同
作

品
展
の
開
催
で
す
。
様
々
な
場
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
煌
い
て
い
ま
す
。

E
S
S
部

　

E
S
S
部
は
、
英
語
を
楽
し
ん
で
話

し
た
り
、
英
語
の
朗
読
を
通
じ
て
自
然

な
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
発
音
を
練
習

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
1
年
生
が

5
人
と
例
年
に
な
く
多
く
入
部
し
て
活

気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語
レ
シ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

に
一
次
審
査
に
む
け
て
4
人
も
応
募
し

て
お
り
、
ほ
ぼ
毎
日
英
語
の
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
納
得
き
る
よ
う

な
ス
ピ
ー
チ
を
作
っ
て
、
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
へ
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

文
芸
部

　

現
在
、
文
芸
部
は
毎
週
月
曜
日
と
木

曜
日
の
週
2
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
部

員
は
3
年
生
が
5
名
、
2
年
生
が
1
名
、

1
年
生
が
1
名
の
計
7
名
と
少
な
い
人

数
で
す
が
、
文
化
祭
で
は
自
分
た
ち
の

作
品
を
展
示
し
た
り
、
年
に
2
回
『
海

溝
』
と
い
う
部
誌
を
作
成
し
、
配
布
し

た
り
と
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。家

庭
科
部

家
庭
科
部
の
現
在
の
部
員
数
は
、
3
年

7
名
、
2
年
4
名
、
1
年
6
名
の
計　
17

名
で
す
。
調
理
や
手
芸
作
品
の
製
作
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
観
音
祭
で

は
、
ク
ッ
キ
ー
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
に
加
え

て
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
を
販
売
し
、
日
頃
の

成
果
の
一
端
を
見
て
い
た
だ
く
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
コ
ン

ク
ー
ル
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
内
容
を
充
実
さ

せ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 
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定　

時　

制

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

　

今
年
は
4
年
生
を
中
心
に
し
て
、
有

力
一
年
生
男
子
も
入
部
し
た
の
で
初
勝

利
の
予
感
が
し
ま
す
。
毎
日
の
昼
休
み

の
体
育
館
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
欠
か
さ

ず
し
て
い
ま
す
。
地
区
大
会
の
公
式
戦

も
惜
敗
し
、
夏
休
み
に
は
、
他
校
と
の

練
習
試
合
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
先
般
、

実
業
団
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
も
胸
を
借

り
ま
し
た
、
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
男
子
2
名
、
女

子
7
名
の
部
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
常
的
に
は
昼
休
み
の
約　

分
間
し
か

30

学
校
の
施
設
が
使
え
ず
、
ア
ル
バ
イ
ト

や
午
後
の
授
業
も
あ
っ
て
な
か
な
か
練

習
が
で
き
な
い
中
、
試
合
の
前
に
は
お

互
い
に
時
間
を
作
り
、
校
外
の
体
育
館

を
借
り
て
練
習
し
ま
し
た
。
今
年
も
女

子
は
何
と
か
高
体
連
定
通
部
総
合
体
育

大
会
に
は
出
場
し
ま
し
た
。
西
高
校
に

敗
れ
ま
し
た
が
、
は
じ
め
て
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
大
会
に
参
加
す
る
生
徒
た
ち

も
男
子
部
員
や
そ
の
他
の
生
徒
の
応
援

も
も
ら
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

　

今
年
は
3
年
生
を
中
心
に
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
一
年
生
男
子
も
入
部
し

た
の
で
試
合
に
出
場
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
練
習
に
参
加
す
る
生
徒

も
少
な
く
な
り
活
動
が
続
け
ら
れ
る
か

不
安
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

今
年
度
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
は
多

数
の
生
徒
が
入
部
し
ま
し
た
。
練
習
時

間
、
練
習
場
所
が
限
ら
れ
た
中
で
、
毎

日
昼
休
憩
に
は　

人
く
ら
い
の
男
女
生

10

徒
が
練
習
し
て
い
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
に
は
校
外
に
出
て
中
区
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
集
中
練
習
を
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
、
今
年
度
の

高
体
連
総
合
体
育
大
会
の
県
大
会
に
は

三
名
の
生
徒
が
シ
ン
グ
ル
で
、
四
名
の

生
徒
が
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

り
ま
す
が
、
集
中
し
た
練
習
を
重
ね
、

そ
の
練
習
を
通
し
て
部
員
同
士
の
交
流

は
も
ち
ろ
ん
、
部
員
た
ち
が
学
校
に

し
っ
か
り
と
位
置
づ
く
よ
う
ク
ラ
ブ
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

読
書
部

　

読
書
部
で
は
、
今
年
か
ら
漢
字
検
定

を
受
け
る
た
め
の
学
習
会
を
含
み
、
放

課
後
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
に
は

漢
字
検
定
に
向
け
て
の
漢
字
練
習
、
生

徒
同
士
や
先
生
方
の
お
薦
め
の
本
を
読

ん
で
、
毎
回
各
自
で
読
書
の
記
録
を
つ

け
て
い
き
ま
す
。
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で

す
が
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、「
私
の
オ
ス
ス
メ
」
と
題

し
て
本
の
紹
介
も
部
員
達
が
中
心
と

な
っ
て
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

陸
上
競
技
部

　

陸
上
部
は
、
広
島
ス
タ
ジ
ア
ム
を
拠

点
に
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
県
総
体
に
女
子
5
名

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
持
て

る
力
を
発
揮
し
て
、
気
付
け
ば
女
子
総

合
優
勝
と
い
う
大
き
な
結
果
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
は
4

名
出
場
し
ま
す
が
、
今
年
は
来
年
へ
の

ス
テ
ッ
プ
の
大
会
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
陸
上
未
経
験
者
ば
か
り

で
す
が
、
目
標
を
高
く
持
っ
て
自
己
へ

の
挑
戦
を
し
て
い
き
ま
す
。

卓
球
部

今
年
は
新
一
年
生
男
子
が
3
人
入
部
し

て
く
れ
ま
し
た
。
昼
休
み
の
ク
ラ
ブ
活

動
お
よ
び
週
一
回
の
校
外
で
の
ク
ラ
ブ

活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
女
子
の

入
部
が
な
い
の
で
こ
れ
か
ら
の
入
部
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
ア
ニ
メ
部

　

部
員
は
全
部
で　

名
で
す
。
放
課
後
、

16

時
間
の
空
い
て
い
る
部
員
、
特
に
午
後

の
授
業
の
な
い
人
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
な

い
人
が
保
健
室
に
集
ま
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、

適
当
に
好
き
な
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

好
き
な
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
イ
ラ
ス
ト
を

参
考
に
描
い
た
り
、
自
分
で
構
図
を

練
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
描

い
た
り
、
と
に
か
く
楽
し
く
描
い
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
で
き
あ
が
っ
た
イ

ラ
ス
ト
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
す
る
の
が
は

や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
友
達
の
誕
生
日

に
は
、
自
分
で
心
を
込
め
て
描
い
た
イ

ラ
ス
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
が
と
て

も
喜
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
午
後
の
授

業
で
忙
し
い
人
が
多
い
た
め
、
い
か
に

ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
を
確
保
し
て
い
く

の
か
や
、
活
動
場
所
を
確
保
す
る
こ
と

も
課
題
で
す
。
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引
　

大
学
進
学
に
重
点
を
置
き
、
進
路
実

現
に
向
け
て
、
充
実
し
た
学
習
指
導
や

進
路
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
で
は
、
着
実
な
学
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
三
年
間
を
段
階
的
に
積

み
重
ね
る
「
発
展
型
」
学
習
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
年
生
で
は
必
修
科
目
を

中
心
と
し
た
ク
ラ
ス
単
位
授
業
で
進
路

を
考
え
な
が
ら
基
礎
を
固
め
、
二
年
生

で
は
少
人
数
授
業
で
基
礎
学
力
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
三
年
生
で
は
応
用

力
を
つ
け
る
た
め
の
習
熟
度
別
授
業
で

希
望
の
進
路
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

進
路
指
導
で
は
、
三
年
間
を
見
通
し

た
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
担
任
の
先
生
と

の
面
接
な
ど
を
通
し
て
進
路
意
識
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
希

望
進
路
別
の
ク
ラ
ス
編
成
、
無
言
学
習

「
朝
ス
タ
」、
放
課
後
や
長
期
休
暇
中
の

補
習
、
学
習
合
宿
、
新
入
生
学
習
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
進
路
実
現
の
た

め
の
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
進
学
校
と
し
て
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
国
公
立
大
学

の
進
学
者
数
が
大
幅
に
回
復
し
た
だ
け

で
な
く
、
九
州
大
学
や
立
命
館
大
学
薬

学
部
な
ど
の
難
関
大
学
・
学
部
へ
も
合

格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
の
寄
贈

【
一
研
究
者
の
歩
み
】

　

出
井　

数
彦　

観
音
1
回

　

昭
和
の
戦
中
、
戦
後
か
ら
平
成
へ

第
一
部
は
「
回
想
録
」、
第
二
部
は
「
ミ

ク
ロ
の
世
界
」。
三
十
余
年
間
に
撮
影

さ
れ
た
多
量
の
電
子
顕
微
鏡
写
真
の
中

か
ら
造
形
的
に
美
し
く
珍
し
い
も
の
を

選
ん
で
収
録
し
て
あ
る
。 

【
詩
集　

一
本
の
み
ち
の
さ
な
か
で
】

　

中
村　

忠
之　
　
　

二
中　

回
23

　

世
代
を
超
え
た
言
霊
の
嘆
息

〈
一
本
の
み
ち
の
さ
な
か
で
〉
と
〈
た
だ

ご
と
で
な
い
唄
〉
と
い
う
二
つ
の
章
に

分
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

1
9
5
7
年
か
ら
1
9
6
7
ま
で
、

作
者
が　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
作
品
集
。

26

37

進路だより

新入生学習オリエンテーション
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飲

★バスケット部　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
第52回中国高等学校バスケットボール選手権大会広島県予選

　　　　女子：優勝　男子：第2位

第61回広島県高等学校総合体育大会

　　　　女子：3位　　大会優秀選手　崎村　果奈（3年）

★サッカー部　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
第61回広島県高等学校総合体育大会　サッカーの部　大会優秀選手

　　　田中　貴政（3年）　　益田　和輝（3年）

★水泳部　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
メイプル賞　第5回アジアエージグループ選手権　シンクロの部グループA

　　　デュエット第1位チーム第1位　　　　飯田　咲紀（3年）

シンクロナイズドスイミング　第84回日本選手権水泳競技大会

　　　デュエット　第7位　　　飯田　咲紀（3年）

第11回　世界ジュニア・シンクロナイズドスイミング選手権大会

　　　飯田　咲紀（3年）

　　　チーム　　　　　　第3位　（ロシア、中国に次いで）

　　　デュエット　　　　第2位　（ロシアについで）

　　　コンビネーション　第5位

第60回中国五県対抗水泳競技大会　シンクロナイズドスイミング競技

　　　小川　帆乃香（2年）

　　　ソロ　　　　　　　第1位

　　　デュエット　　　　第1位

第63回国民体育大会（大分国体）　シンクロナイズドスイミング

　　　デュエット　　　　第2位　　飯田咲紀・小川帆乃香

広島県高等学校選手権水泳競技大会

　　　男子800mフリーリレー 第7位　有岡・藤森・横山・平田

　　　男子400mメドレーリレー 第8位　有岡・横山・藤森・平田

　　　800m自由形 第4位　有岡　大輔

　　　400m自由形 第7位

　　　400m個人メドレー 第5位　藤森　隆志

　　　100mバタフライ 第6位

　　　200m平泳ぎ 第8位　横山　鳳也

　　　女子400mフリーリレー 第5位　徳廣・松本・森・茶山

　　　女子400mメドレーリレー 第5位　森・松本・茶山・徳廣

　　　400m個人メドレー 第5位　松本　理沙

　　　200m個人メドレー 第7位

　　　200m背泳ぎ 第7位　森　由華

　　　200m個人メドレー 第8位

　　　800m自由形 第3位　・茶山　典子

　　　400m個人メドレー 第3位

　　　400m自由形 第4位　徳廣　舞

　　　800m自由形 第7位

女子総合　第5位（入賞者の総合計得点による）

広島県高等学校選手権水泳競技大会

　　　男子800mフリーリレー 第5位　藤森・横山・吉川・有岡

　　　1500m自由形 第6位　有岡　大輔

　　　200m個人メドレー 第5位　藤森　隆志

　　　女子400mフリーリレー 第7位　徳廣・松本・森・茶山

　　　女子400mメドレーリレー 第6位　森・春田・茶山・徳廣

　　　800m自由形 第2位　茶山　典子

　　　400m個人メドレー 第2位　徳廣　舞

　　　400m自由形　第8位

女子総合　第6位（入賞者の総合計得点による） 

★柔道　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
第61回広島県高等学校総合体育大会

　　　柔道男子団体の部　2部3位

　　　個人の部　73kg級　5位　　　寺戸　啓介（3年）

★テニス部　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
第40回広島市春季高校生テニス選手権大会

　　　男子シングルス　3位　　深水　翔太（3年）

★なぎなた　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
第61回広島県高等学校総合体育大会

　　　個人の部　第1位　　　川﨑　知佳（3年）

★美術部　※授業での制作者も含む　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
第61回広島県高等学校総合体育大会ポスター・バッジ図案コンクール

　　　「ポスターの部」　　特選　同道　和絵（3年）

　　　　　　　　　　　　入選　弓削田　遥（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　林　未千果（2年）

　　　「バッジの部」　　　特選　松本美由紀（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　表屋　七菜（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　立花　美奈（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　川崎　正明（2年）

　　　　　　　　　　　　入選　山本　彩栞（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　今田佳菜子（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　大木　雅貴（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　未来（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　池田奈津美（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　脇田　淳永（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　上田弥奈美（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　榎田　奈摘（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　田坂　春菜（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　新田　恭子（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　木村　鉄男（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　林　未千果（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　岡野　愛子（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　新田　彩佳（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　三家本夢乃（2年）

広島県高等学校美術連盟主催　第23回実技研究大会

　　　「アクリルの部」　優秀賞　川谷　久海（2年）

　　　　　　　　　　　入　選　三家本夢乃（2年）

　　　　　　　　　　　　　　　永松　智菜（1年）

　　　「水彩の部」　　　入　選　渡辺　智佳（1年）

第9回高校生国際美術展

　　　　　　　　　　　奨励賞　木本　陽子（3年）

★吹奏楽部　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
第49回広島県吹奏楽コンクール　高等学校小編成の部　金賞

★パソコン同好会　鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
メイプル賞　第37回ワープロ実務検定試験1級満点合格

　　　亀卦川友里（3年）

第55回全国高等学校ワープロ競技大会広島県予選

　　　個人の部　優勝　桃井　沙理（3年）

中四国高校生パソコン選手権広島県大会

　　　Excel部門 優　勝　亀卦川友里（3年）

　　　Word　部門 準優勝　亀卦川友里（3年）

　　　PowerPoint部門 優　勝　西藤　梨奈（3年）

 　　　　堀脇　美穂（3年）

 準優勝　亀卦川友里（3年）

中四国高校生パソコン選手権中四国大会

　　　Word　部門 優　勝　亀卦川友里（3年）

　　　PowerPoint部門 準優勝　亀卦川友里（3年）

　　平成20年9月12日
　　　中国新聞より
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淫

第　

回　

観
音
祭

60

　

6
月　

日
（
金
）　

日
（
土
）
に
恒

20

21

例
の
観
音
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
一
瞬
一
生
」
で
し
た
。

今
こ
の
一
瞬
が
一
生
を
つ
く
る
と
い
う

も
の
で
す
。
二
度
と
な
い
こ
の
一
瞬
を

夢
の
あ
る
未
来
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
生

徒
会
執
行
部
を
中
心
に
各
ク
ラ
ス
、
ク

ラ
ブ
、
同
好
会
、
P
T
A
全
体
で
協
力

し
て
取
り
組
ん
だ
思
い
出
に
残
る
2
日

間
で
し
た
。

　

初
日
は
校
内
公
開
で
、
午
前
中
は
開

会
行
事
の
の
ち
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
体
育
館
に
す

ば
ら
し
い
歌
声
が
響
き
ま
し
た
。
O
B

合
唱
団
に
よ
る
合
唱
、
吹
奏
楽
部
演
奏

も
あ
り
ま
し
た
。
観
音
大
賞
に
は
、
3

年
6
組
の
「
風
に
な
り
た
い
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
一
般
公
開
で
、
ク
ラ
ス
発

表
や
文
化
系
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
に
よ
る

発
表
・
P
T
A
バ
ザ
ー
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
趣
向
を
こ
ら
し
た
取
り
組
み
で
、

大
盛
況
で
し
た
。
閉
会
行
事
で
は
学

校
・
P
T
A
主
催
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

文
化
講
演
会

　

本
校
で
は
毎
年
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
分

野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
文

化
人
を
招
聘
し
、「
文
化
講
演
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
広
島
観

音
高
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
共
催
と
な
り
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１　

開
催
日
時

　
　

平
成　

年
6
月　

日
（
土
）

20

21

　
　

午
後
3
時
～
4
時

２　

開
催
場
所

　
　

広
島
観
音
高
校　

体
育
館

３　

演
題

　
　

三
浦
泰
年
さ
ん
に
聞
く

　

～
今
の
高
校
生
に
期
待
す
る
こ
と
～

　

講
師
に
は
、
現
役
時
代
「
ヤ
ス
」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
、
実
弟
・
三
浦
和
良

（
カ
ズ
）
と
と
も
に
日
本
リ
ー
グ
最
終
盤

期
を
支
え
る
人
気
選
手
と
し
て
活
躍
し
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
会
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お

ら
れ
る
三
浦
泰
年
様
を
招
聘
し
、
本
校

の
畑
喜
美
夫
先
生
（
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
）

と
対
談
形
式
に
よ
る
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
文
化
祭
の
当
日
に
行
わ

れ
た
の
で
、
生
徒
・
保
護
者
等
総
勢
約

千
百
人
が
参
加
し
、
盛
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

三
浦
泰
年
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
の

話
で
は
、
中
学
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ

る
畑
先
生
と
の
出
会
い
、
お
互
い
の
印

象
や
、
サ
ッ
カ
ー
の
厳
し
い
練
習
な
ど

思
い
出
話
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
練
習
の

積
み
重
ね
の
大
切
さ
、
サ
ッ
カ
ー
を
通

し
て
の
仲
間
と
の
出
会
い
、
自
信
な
ど
、

自
分
の
人
生
に
得
た
多
く
の
こ
と
を
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
高
校
生
に

は
信
念
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
を
基
本
に

努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
最
後
に
は
畑
先
生
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
素
晴
ら
し
い
日
々
」

の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
全
て
の
ス

ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
贈
る
応
援
ソ
ン
グ
に
、

広
島
県
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
竹
本
拓
史
さ
ん
の
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ

ス
付
き
で
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
司
会
進
行
は
中
国
放
送

（
R
C
C
）
青
山
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
ラ
ジ

オ
収
録
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
文
武
両
道
の
も
と
に
、
生

徒
は
日
々
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
の
講
演
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
今
後
さ
ら

に
学
校
生
活
を
充
実
し
て
い
く
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。 

今
年
の
慰
霊
祭

　

今
年
も
慰
霊
祭
が
多
数
の
参
列
者
を

ま
ね
い
て
行
わ
れ
た
。
い
す
は　

席
用

250

意
し
た
が
、
ほ
ぼ
満
席
で
何
人
か
は

立
っ
て
参
列
さ
れ
た
。
今
年
か
ら
同
窓

会
が
主
催
す
る
1
部
と
遺
族
会
主
催
の

2
部
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
1
部
で
は

同
窓
会
長
・
学
校
長
・
生
徒
会
長
の
追

悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
二
中
と
観
音
高

校
の
校
歌
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

2
部
で
は
遺
族
会
会
長
の
追
悼
の
辞

に
始
ま
り
、
焼
香
等
、
例
年
の
行
事
が

行
わ
れ
た
。
学
校
と
し
て
は
生
徒
会
や

ク
ラ
ブ
の
生
徒
の
参
加
は
年
々
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
は
O
B
教
員
以

外
の
生
徒
会
係
の
先
生
方
が
多
数
参
加

さ
れ
、
準
備
や
掃
除
か
ら
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
て
い
た
。
学
校
行
事
の
一
つ
と

し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。

広島二中遺族会
慰霊碑にお参り下さい

会長　桧田　仁

総合診療科・内科・外科・整形外科・リハビリテーション科・神経内科

広島市佐伯区五日市中央1-1-32　http://www.hinokida.com/

TEL 082-923-1116㈹　FAX　082-921-5599

理事長　桧田　仁　　　兄：憲（二中24）

在校生の前で校歌やジュピ

ターを熱唱するOB合唱団

芸 陽 観 音 同 窓 会 報
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川　

宏
造

 

朝
川　

昭
七

 

松
本　

満
之

 

佐
々
木
宏
二

 

益
田　

遥

 

匿
名

　
　
　
　

近
藤
五
十
憲

 

三
吉　

秀
明

 

飯
田　

輝
男

二
中
6 

原
田　

慶
一

二
中
5 

若
藤　

貞
夫

二
中　
 

松
田　

功

11

 

高
橋　

清

 

伊
藤　

剛
二

 

谷　

司

二
中　
 

金
子　

正
衛

12

二
中　
 

猪
原　

正
徳

13

二
中　
 

清
水　

正
道

15

 

東　

善
次
郎

二
中　
 

小
川　

純
甫

16

 

伊
東　

幸
雄

 

前
濱　

卓
尓

二
中　
 

山
川　

節
夫

17

 

板
岡　

允

 

高
山　

謙
三

 

吉
峯　

高
幸

 

鹿
嶋　

享

二
中　
 

宮
野　

賢
竜

18

 

加
藤　

啓
三

 

飯
田　

秀
明

 

内
村
佐
武
郎

二
中　
 

堀
越　

義
延

19

 

上
杉　

光
道

 

山
下　

怜

 

古
元　

成
生

 

川
渕　

龍
彌

 

三
田
尾
光
隆

 

桑
原　

弘

 

河
野　

憲
生

二
中　
 

宮
崎　

茂

20

 

岩
田　

昭
示

 

二
本
森　

眞

 

加
納　

幸
男

 

森
岡　

昭
荘

 

山
岡　

弘
之

 

出
口　

正
一

 

山
川　

義
昭

二
中　
 

岩
永　

陽
輔

21

 

岡
村　

利
通

 

田
中　

左
近

 

土
井　

憲
治

 

重
清　

孝
明

 

湊　

徳
夫

 

神
田　

和
正

 

末
岡　

恒
美

 

吉
田　

勝
一

 

藤
森　

義
明

 

清
水　

方
允

 

中
谷　

一
則

 

山
本　

英
雄

二
中　
 

栗
田　

康
雄

23

 

田
中　

純
夫

 

久
保
田
宏
温

二
中　
 

加
藤　

幹
二
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鼻
岡　

正
明

 

川
村　

勤

観
音
1 

國
廣　

寛
子

観
音
2 

高
橋　

昭
博

 

信
濃　

和
寿

 

清
宗
勢
知
子

観
音
3 

平
野　

夏
子

 

柳
田　

千
幸

 

山
木　

和
雄

 

永
吉　

廣

 

石
井　

秀
夫

 

堂
元　

一
男

観
音
4 

土
屋　

栄
一

 

末
本　

節
夫

観
音
5 

田
中
与
志
登

 

青
山
祐
三
朗

 

桜
井　

義
之

観
音
6 

高
山　

俊
治

 

畑　

幹
夫

 

津
田　

正

 

中
村
顕
太
郎

 

丹
羽　

正
大

 

大
江　

亘

 

井
上　

堅
司

 

中
野
富
士
子

 

田
附　

秀
子

 

田
代
玖
美
子

 

加
藤　

英
海

観
音
7 

橋
口　

修
一

 

築
本　

国
治

 

東
久
保
正
則

観
音
8 

田
賀　

康
治

 

佐
々
木
達
志

 

丸
古　

一
文

 

安
達
信
三
郎

 

荒
井　

泰
樹

 

河
野　

悦
子

 

石
崎　

宣
宏

観
音
9 

広
兼　

邦
夫

 

瀧
山　

昇

観
音　
 

平
崎　

敏
彦

10

 

栗
田　

信
子

 

大
山　

緑

 

平
松　

恵
一

観
音　
 

山
本　

隆
照

11

 

森
脇　

巌

 

石
田　

邦
夫

 

山
田
登
美
子

観
音　
 

田
賀　

戡
洋

12

 

藤
田　

明
信

 

長
谷
川
文
子

観
音　
 

古
屋
由
利
子

13

観
音　
 

小
田
切
吉
子

14

 

松
崎　

宏

観
音　
 

坂
本　

洋
子

15

 

本
橋　

道
雄

観
音　
 

北
川　

威
子

16

 

垰
本　

朋
子

 

中
村　

達
子

観
音　
 

丸
山　

高
司

17

 

達
川　

秀
男

観
音　
 

中
井　

勉

18

 

小
原　

一
成

観
音　
 

植
田　

英
雄

19

 

池
谷　

富
栄

 

青
木　

博

 

石
橋　

嗣
夫

 

相
野
田
博
之

 

岡
崎　

史
子

 

河
野
喜
美
子

観
音　
 

江
草
登
喜
子

20

 

山
瀬　

克
裕

 

伊
藤　

賢
恵

観
音　
 

神
崎
マ
サ
子

21

 

奥
本　

勇
二

 

二
宮　

和
彦

 

森
脇　

貞
之

 

脇
森　

照
美

 

久
保　

恵
子

 

有
志

観
音　
 

土
居　

和
江

22

 

松
井　

典
子

 

宮
本　

正
之

 

﨑
野　

哲
生

観
音　
 

川
崎　

利
昭

23

 

植
野
美
貴
子

 

樺
山　

都
朗

 

阪
井　

忠
義

 

佐
藤　

篤
正

 

向
井
与
志
子

 

川
西　
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（株）国栄電気商会

代表取締役

河 村 重 男
（観音32回）

広島市中区本川町2丁目5番11号
緯082-232-3381

国家公務員共済組合連合会

広島共済会館

〒730-0004
広島市中区東白島町19-65TEL082-221-3736㈹FAX082-223-1055㈹http://www.kkrhiroshima.com/

第22回在京芸陽観音同窓会のお知らせ

　　日　時：平成20年10月18日（土）　12時30分受付／13時00開会
　　会　場：學士会館2階　203号室　東京都千代田区神田錦町3-28　緯03-3292-5936
　　会　費：6,000円（フランス料理　ドリンク付）
※今般、会費等の郵便振替用紙は､広島二中卒の方、広島観音高校は第28回卒までの方を合わせ、約500名の方々にお送り

致しますが、お知り合いの方で同振替用紙をお受け取りでなく、且つご出席希望の方は下記の幹事までご連絡いただければ、

直ちに同用紙をお送り致します。クラスメート、同期の方、部活の仲間を誘ってご出席下さい。　　以上

 在京芸陽観音同窓会 　副会長　　山木　和雄 　事務局　　瀧山　　昇（観音9回）　TEL・FAX　045-983-5992 　幹　事　　渡部　亮一（観音9回）　TEL・FAX　045-561-5800 　幹　事　　長松　　宏（観音9回）　TEL・FAX　029-847-9207
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蔭

在京芸陽観音同窓会

平成19年度　第21回　在京芸陽観音同窓会を終えて
当番幹事　宇都宮　浩三（観音8回）

　平成19年10月21日（日）、新橋第一ホテル東京に於いて、二中9名、観音45名（うち1名広島から参加）の計54

名により、にぎやかに開催されました。このたびは、山木副会長、瀧山理事の貴重なアドバイスを得て、観音7回生の福

間年勝と宮川京子、河西寿子、それに8回生を代表して私、宇都宮浩三が当番幹事の任に当たりました。福間氏の司会役

で会は始まり、物故者の方々への黙祷、松本理事の挨拶、山木副会長及び瀧山理事による事業報告と進み、植花　武（二

中13回）先輩の乾杯ご挨拶を得て、宴はたけなわとなりました。5ヶ所に分けられた各テーブルでの談笑が絶えず、時

の経つのも忘れました。広島から遠路はるばる参加された広兼邦夫氏（広島理事・観音9回）からは、広島同窓会本部の

近況、ご活躍のご様子と、山廣観音高校校長の力強い「文武両道宣言」の教育指針が伝えられ、我々は身も引き締まる思

いでした。又、後輩のサッカー部員が、日夜の努力により地方代表となり全国大会で活躍、06年にはインターハイで優勝

し、母校の名を全国に轟かせた事は、先輩として誇らしく嬉しい限りです。

　宴も終わりとなったところで、大成理事の音頭で、二中・観音のエール交換、校歌斉唱と進み、閉会の挨拶（宇都宮）

となりました。最後に、次年度の幹事役は、第9回卒と第15回卒の皆様です。本同窓会が更に盛会となりますよう、よ

ろしくお願い致します。

在京芸陽観音ゴルフ会　2007年後半戦及び2008前半戦

このたびは、毎回本大会の優勝者のためにユニークな表彰状をご提供頂いている

松本正氏の名文の数々を併せ、ご紹介します。（紙面の関係で7作品のみの掲載）

ゴルフ会の面々は、このウィット溢れる賞状目指し頑張っています。

では、3大会の成績と優勝者、ベスグロ者の記録から…。

松本正（二中22回）氏の賞状

①あなたが新世紀初のチャンピオンとなりました。都留カンコースから垣間見える霊峰富士も祝福してくれています。

　この栄誉が向こう百年続くようお祈りいたしましょう。（平成13年5月　都留カントリー）

②♪利根の川風　袂にいれてぇ～♪

　貴方が大利根カントリーにおける九月コンペで優勝したのです。その栄誉をかみしめながら「大利根月夜唄」でも歌っ

　て気をつけてお帰りください。（平成13年9月　大利根CC）

③名門中の名門　ここ我孫子ゴルフクラブで何と貴方が優勝した。名にし負うアリソンバンカーにも勇ましく立ち向か

　い難しいアンジュレーションも克服した。感動した！（平成14年9月　我孫子ゴルフクラブ）

④君が代は千代に八千代にの歌にもある如く、ここ八千代ゴルフクラブで優勝した君の栄誉は千代に八千代に語り継がれ

　るのでしょうか？　マサカ！　でもそうありたいものですね。（平成18年4月　八千代ゴルフ）

⑤ここ武蔵カントリーは、名門の誉が高いコースです。最高のシーズンに一流の舞台で優勝した貴方は、名門ゴルファー

　の名を恣にして宜しいでしょう。しばらくはネ。（平成18年5月　武蔵カントリー笹井コース）

⑥飯能ご自慢のコースアドバイザリースタッフは今日の貴方にとって妙なことに勝利の女神となりました。今後調子が

　良くない時は、せいぜい彼女の妙な顔を思い出しましょう。（平成19年4月　飯能グリーン）

⑦今日のような平坦なコースに貴方は敢えて山場を作って成功させました。山有り谷有りの決して平坦でない人生コー

　スも、今日のように上手く乗り切りましょう。お見事！（平成19年5月　越谷ゴルフ）

07.11.4　川越グリーンクロス
 優 勝 斉　藤（観音20） 2 位 久保田（観音18） 3 位 田　中（観音20）
ベスグロ 松本（観音20）斉藤（観音20）

07.9.28　平成倶楽部鉢形コース
 優 勝 久保田（観音18） 2 位 森　山（観音20） 3 位 内　冨（観音18） ベスグロ 森　山（観音20）銀

08.3.12　霞ヶ関カントリー西コース
 優 勝 三瀬（観音16） 2 位 大中（観音18） 3 位 上杉（二中22） ベスグロ 森山（観音20）

噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨噛鴨

芸 陽 観 音 同 窓 会 報



この欄は2コマ分です

広告欄のご利用について
会員相互の情報提供の場として、また会報代金の補助とし

て、本紙下欄に広告欄を設けました。

ご利用お待ちしております。

一段面各4コマ：1コマ10,000円

お申し込みは同窓会事務局まで

【訃　　報】
  次の方々がご逝去されました。謹んでお悔やみを申し上げます。
  平成19年度総会（2007年11月）以降事務局に連絡があったもののみ掲載しております。

拠 渠挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
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虚

許
許
許
許
許

会　　員　　数
（2008年9月25日現在）

総数30,414名

会報発行部数
22,000部 

芸陽観音同窓会
衣733-0034

広島市西区南観音町4-10
広島観音高等学校内

皐捌082-232-6930
月～金9：30～14：00

URL:http://www13.plala.or.jp/geiyou/
E-mail:geiyou@ruby.plala.or.jp

 古 沢　 猛 二中 2 H20. 4. 20
 寺 地 訓 造 二中 4 H17. 1. 11
 名 黒 英 美 二中 5 H18.
 藤 井　 博 二中 6 H19. 9. 27
 平 田 二 郎 二中 7 H19. 2. 28
 中　村　健次郎 二中 7 H16. 3. 11
 松 本 信 正 二中 7 H19. 8. 9
 多 田 修 三 二中 8 H18. 12. 30
 岡 田 秦 一 二中 8 H19. 1.
 武 島 晃 爾 二中 9 H19. 10. 6
 杉 本　 聖 二中 10 H18. 11. 25
 鈴 木　 孝 二中 10 H19. 10. 10
 小 林 哲 郎 二中 10 H20. 3. 31
 山 崎　 格 二中 11 H11. 12.
 柴 田　 貢 二中 12 H18. 12. 3
 谷 口 一 夫 二中 12 H19. 8. 14
 植 野　 武 二中 12 H20. 2. 7
 森 岡 忠 則 二中 12 H20. 2. 24
 吉 光 閲 爾 二中 13 H18. 10. 3
 植 田 秀 三 二中 13 H15. 11. 6
 小 川 勇 一 二中 13 H18. 12. 2
 笠 坊 孝 之 二中 13 H18. 8. 24
 室　積　新太郎 二中 13 H20. 4. 7
 清　水　九州郎 二中 14 H17. 11. 26
 望 月 孝 二 二中 14 H19. 10. 15
 佐 島　 博 二中 14 S19. 11.
 青 井 重 成 二中 15 H18. 8. 3
 日 山 完 吾 二中 15 H19. 10. 12
 倉 本　 馨 二中 15 不明
 泉　 正 夫 二中 16 H18. 8. 25
 藜 園 孝 明 二中 16 H19. 7. 4
 井 原 義 量 二中 16 H20. 3. 15
 藤 井 成 之 二中 17 H20. 5. 24
 田 中 隆 荘 二中 17 H20. 7. 14
 麻 尾 朋 久 二中 17 H20. 4. 10
 鳴 戸 哲 男 二中 18 H19. 8. 6
 八 木　 稔 二中 18 H20. 4. 24
 安 達 定 吉 二中 19 H19. 5. 8
 河 村 和 正 二中 19 H19. 11. 3
 三 戸　 昇 二中 19 H19. 11. 15
 武 田　 功 二中 19 H19. 3.
 黒 田 信 治 二中 19 H19. 4.
 月 藤 昭 二 二中 19 H19. 5.
 奥 野 逸 男 二中 19 H19. 7.
 瀬 川 敏 雄 二中 20 H17. 3. 11
 野 村　 仁 二中 20 H19. 10. 14
 山　﨑　三郎衛 二中 20 H19. 5. 2
 田 中 大 学 二中 21 H19. 12. 9

 川 向　 正 二中 21 H18. 12. 23

 木 村 孝 之 二中 21 H19. 10. 24

 田 中 左 近 二中 21 H20. 2. 28

 永 田　 薫 二中 21 H20. 3. 20

 石 井 幸 男 二中 21 H20. 5. 18

 竹 畠 恒 志 二中 22 H19. 5. 21

 山 崎　 濶 二中 22 H19. 11. 1

 満 田　 勉 二中 22 H19. 11. 29

 吉 田　 功 二中 22 H19. 12. 22

 升 田 義 昭 二中 22 H20. 2. 28

 佐 田 秀 隆 二中 22 H20. 5. 10

 髙 木 陽 雄 二中 22 H18. 2. 21

 西 本 忠 義 二中 23 H20. 3. 7

 岡 本 広 治 二中 23 H19.

 真 末　 武 二中 23 H19.

 藤 川 安 弘 二中 23 H20. 4. 2

 佐 伯 栄 三 二中 23 H20. 6. 11

 所　 遜 二中 25 H19. 4. 17

 向 井 正 彦 観音 2 H14. 1. 28

 天満戸　曠　好 観音 3 H7. 5. 21

 住 田 一 昭 観音 5 H19. 5. 25

 須 山 幸 夫 観音 5 H19. 1. 29

 松 田 博 子 観音 5 不明

 金 崎　 勤 観音 6 H18. 6. 27

 岡 部　 磐 観音 7 H18. 8. 23

 東久保　正　則 観音 7 H17. 11. 14

 津 村 峰 正 観音 7 H18. 9. 4

 武 内 一 郎 観音 8 H19. 4. 24

 西 平 美 貴 観音 9 H20. 5. 22

 友 貞 猛 弘 観音 10 H15. 7.

 小 西 義 男 観音 13 H20. 6. 23

 平 岡 善 博 観音 15 H19. 8. 17

 山 本 亮 太 観音 15 H19. 4. 7

 小 松 正 和 観音 16 H18. 1. 14

 山 口　 伸 観音 19 H20.

 宮 下　 護 観音 23 H20. 7. 24

 西 川 和 恵 観音 24 H19. 5.

 角 田　 正 観音 24 H18. 11. 8

 丸 尾　 篤 観音 24 H18. 12. 28

 藤 原 京 子 観音 25 H18. 5.

 菊 池 康 隆 観音 25 H19. 6. 28

 横 村 昌 彦 観音 43 H20. 7. 13

 若 林 裕 充 観音 55 H20. 7. 1

 久留須　康　晴 旧職員  H19． 7.

 土 井　 亘 旧職員  H19． 8.

 高 田 吉 典 旧職員  H20． 8. 2
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平成20年度教職員異動

〔転出・退職〕

［全日制］

 教 頭  久 家 光 雄 辞職

 国 語  土 井　 功 退職

 日本史  水 内　 健 庄原格致高校

 数 学  谷 峰　 巖 退職

 数 学  尾 崎 典 子 廿日市西高校

 化 学  高　　隆一郎 退職

 生 物  深　 浩 退職

 地 学  石 井　 巌 安芸府中高校

 保健体育  細 内 正 彦 廿日市高校

 書 道  坪 井　 宏 廿日市西高校

 英 語  寺 岡 佳 子 広島国泰寺高校

 実習教諭  大 塚 恭 子 広島工業高校

 養 護  高 桑 節 子 白木高校

 技術員  石 谷　 武 海田高校

 家 庭  黒 木 美 加

［定時制］

 教 頭  宮本ひとみ 大竹高校

 保健体育  住 本 光 子 白木高校

〔転入〕

［全日制］

 教 頭  杉 原　 繁 黒瀬高校

 国 語  飯田小百合

 数 学  土井あゆみ 新規

 数 学  宇 山 祥 代 高陽高校

 化 学  藤 井 裕 子 五日市高校

 生 物  會 田 憲 之 宮城県

 書 道  嘉 屋 孝 彦 広島井口高校

 英 語  藤 井 眞 志 高陽高校

 実習教諭  長井美帆子 祇園北高校

 技術員  中 間 正 夫 広島南特支

 家 庭  植 山 純 子 高陽高校

 数 学  谷 峰　 巌 広島観音高校

 英 語  善 入 純 子 元広島観音高校

［定時制］

 教 頭  沖 井　 信 千代田高校

 保健体育   齋藤いづみ 油木高校
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故
郷
、
母
校
…
誰
も
が
持
っ
て
い
る

懐
か
し
い
響
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
も
、
広
島
観
音
高
校
か
ら　

名
を

300

越
え
る
卒
業
生
が
こ
の
学
舎
を
後
に
し

て
、
社
会
へ
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
光
景
か
ら
、

広
島
を
は
じ
め
全
国
、
い
や
世
界
各
国

を
舞
台
に
芸
陽
観
音
同
窓
生
が
活
躍
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

普
段
は
あ
ま
り
気
づ
か
ず
に
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
が
…
。

　

み
な
さ
ん
は
朝
、
広
島
観
音
高
等
学

校
の
周
囲
を
通
ら
れ
る
機
会
は
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
？
七
時
か
ら
の
朝
練
に

か
え
、
曜
日
に
よ
っ
て
は
ク
ラ
ブ
の
生

徒
が
近
隣
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
練
習
着
を
身
に
付
け
た
生
徒

が
二
～
三
名
ず
つ
、
火
ば
さ
み
や
ゴ
ミ

袋
を
も
っ
て
吸
い
殻
な
ど
を
拾
っ
て
い

ま
す
。
近
隣
の
方
々
と
挨
拶
を
か
わ
し

な
が
ら
、
仲
間
と
楽
し
げ
に
歩
い
て
い

く
姿
を
見
る
と
、「
お
～
、
後
輩
達
よ
！

青
春
を
謳
歌
し
て
い
る
な
」
と
朝
か
ら

元
気
を
も
ら
う
の
で
す
。

　

思
え
ば
私
た
ち
が
在
校
し
て
い
た
時

も
、
近
隣
の
方
々
や
関
係
す
る
人
た
ち

に
形
な
き
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
頃
の
私
は
気

づ
く
こ
と
も
な
く
、
前
を
向
い
て
走
り

抜
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
…
。
そ
し
て

今
、
「
私
も
い
つ
の
間
に
か
母
校
の
生

徒
を
応
援
す
る
立
場
に
な
っ
て
い
た
の

だ
…
」
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

勉
学
に
、
そ
し
て
ク
ラ
ブ
や
生
徒
会

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
輝
く
高
校
生
活

を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
母
校
』

の
存
在
に
感
謝
し
な
が
ら
、
懐
か
し
さ

を
か
み
し
め
た
夏
の
日
で
し
た
。（
N
）
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平成20年度芸陽観音同窓会

今年のテーマは

なつかしい友が癒してくれる…　そんな芸陽観音同窓会

　と　き　11月8日（土）

　ところ　ANAクラウンプラザホテル
（旧 広島全日空ホテル）　　　　　　　　　

広島市中区中町7-20　緯082-241-1111　　　　　　　　　

　申し込み方法：同封の「払込取扱票」にてお振込み下さい

　申し込み期限：10月24日（金）

＊会員券の発行は致しません。　お振込み頂いた方には当日受付で、事前に準備した領収証、

　名札、席次表をお渡しいたします　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

滑滑　懇親会アトラクションのご紹介　葛葛

 オープニング

 ☆広島ジュニア・マリンバ・アンサンブル☆

 国際親善海外演奏を含め、年間90回の演奏活動を行う小学生ユニット。

 全身を使った、生き生きとした躍動感あふれるマリンバ演奏をご堪能下さい。

 ☆こゆみこ☆

 折重由美子さんが奏でる温かな音色の木製鍵盤ハーモニカのクラビオーラと

 ギター・バイオリン・ベース・パーカッションによる5名のユニット。

 “癒しの音楽”につつまれてご歓談をお楽しみ下さい。

 ☆茂村　泰彦（観音24期生）☆
 ハスキーヴォイスが魅力的なヴォーカリスト。また、作詞・作曲・編曲

 プロデュースでも活躍中。『19』『TUBE』『高橋真梨子』たちの楽曲も手がける。

 “我が同窓生”東京から駆けつけてくれます。

平成20年度芸陽観音同窓会実行委員当番回期
広島二中各回期世話人・観音24回期・46回期

総　会　18：00　より　　4階　カメリア

懇親会　19：00　より　　3階　オーキッド

受　付　17：00　より　　3階　フロアー

会　費　8,000円

刈
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瓦
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